



















































































































代目は、右大臣の二人の妻・西院の上と東院の上である。西院の上は、宮家出身で、父が亡くなり母とさみしく暮らしていたところに右大臣が通うようになる。穏やかでかわいらしい性格で、夫 愛されて二男一女に恵まれるが、早 に亡くなってしまう。それに対して東院 、右大臣 兄・内大臣の三女 右大臣が三位 中将であったときから妻であるが、その僻んだ性格ゆえに夫とは不仲で子も授 らない。名前も境遇も対比的な二人の姿 見て取れる。二代目は西院の姫君と帥宮の上である。西院の姫君は右大臣と西院の上の長女であり、母と同じく夫の右大将に愛さ て一男一女を生むが、早世する。一方、帥宮の上は式部卿 娘だが、叔母 東院の上に養女 して育てられる。はじめは夫の帥宮との関係も良好だったが、双子を出産したことで疎遠になり 最後は人違 で盗まれたことを気に病んで死ん
2（ 『苔の衣』の人物誤写考





























































































































































どうし、 「いとうつくしき姫君む れいで給へり 又さしつゞき同御かほにてさしいで給ふ。 」 （二〇八ページ
（
とある
ように女子どうしになっており、異性の組み合わせの双子にはなっていない。双子は同性 あ という認識があったすると、 『苔の衣』の書写者が双子の「おとゝ君」を男だと思い込めば、必然的にもう一人も男だと理解してしまったとしても不思議はない。　
誕生の場面で本来女子であった双子が男子になってしまった原因は、 「おとゝ」を「弟」 、すなわち男だと認識し、双
子の一方までも「兄」と思い込んだがために起こった誤写ではないだろうか。つまり「おとゝ君」を 子と完全に信じ切っている書写者が、本来「あね君」と記し あった部分を「あに君」と解してしま た結果、原文「あね君」を「あに君」として写してしまった可能性が想定できるのではないか。 「に（尓
（」と「ね（年
（」はしばしば字形類似による



































































































































に男女どちらであるかは、前後の記述からはっきりとわかった。しかし、本稿で問題としている双子の誕生場面では、生まれたばかりであるため、 事前にその性別を確定できる情報が何もないのは当然のことである。書写者はいきなり 「あね君」 「おとゝ君」に遭遇するのであり 判断を求められる。双子の性別を り違える条件が揃っていた場面とも言え、書写者が「おとゝ」→弟（男（→ →双子の「あに」の連想で誤写を起こしてしまったのも無理はないだろう。
六
　『苔の衣』で誕生の場面のみ双子が男子となっているという問題は、従来作者によるものとされてきた。しかし、 『苔の衣』が西院の上系と東院の上系の二つの「女」三代 物語であり、 『狭衣物語』の飛鳥井の女君や『住吉物語』 姫
（（























































































































































書陵部二冊本は国文学研究資料館 日 古典籍総合目録データベース、国会図書館二冊本は国会図書館デジタルコレクション、龍門文庫本は阪本龍門文庫善本電子画像集で公開されている画像資料に拠り、巻名、巻数、丁、行を記した。なお、 前田家本系統 伊達市開拓記念 を底本とする前掲注 （
2（中世王朝物語全集



























































































































鎌倉時代物語集成に所収されている『あきぎり』 『あまのかるも』 『石清水物語』 『いはでしのぶ』 『風につれなき物語』





























場合日本では〇・二～〇・三パーセントと言われている。一九九〇年代半ばに不妊治療の影響などにより二卵性の出産率が一卵性を上回ったが、自然妊娠では二卵性 りも一卵性のほうが多い。 卵性を出産する頻度は現代でもほぼ 定である。中世においても二卵性よりは一卵性が生まれる確率の方が高かっただろう。それが古典文学において双子が一卵性で ることに影響していると考えられなく ない。 （医療情報科学研究所編『病気がみえる
V
ol.10　
産科』第四版「多
胎妊娠」
　
メディックメディア
　
二〇一八年（
（
20（　『日本書紀』の引用は、新編日本古典文学全集
2（小学館
　
一九九四年
（
に拠り、巻数、天皇名、ページを記した。
ルビは適宜省略した。
（
21（　
池田亀鑑『古典の批判的處置に關する硏究』 （岩波書店
　
一九四一年
（
第二部第十五章「日本古典作品に於ける本文
轉化の諸類型とその實例」参照。
（（ 『苔の衣』の人物誤写考
（
22（　
前掲注 （
2（中世王朝物語全集
（では、 「兄君よりは」となっている。次兄に比べて長兄の方が妹の西院の姫君によく
対面していることが明確にわかるため、 「あに君より」という表現の方が適切か。
（
2（
　
妹君が長兄、次兄の片方と仲がよく、もう一方とは仲が悪いという例は『夜の寝覚』にも見られる。
宰相中将、おほかたの人がらも兄君よりはなつかしく、情あくまであるところつきて、幼くより、この御方に、あはれなるものにとりわき心寄せ、この御事をば、 「身に代へても、いかにて」とおぼしたるに、 （後略（
。

（巻一
　
一一一ページ（
　　
とあるように、妹の中の君は長兄の左衛門督よりも次兄の宰相中将と仲がよい。引用は、新編日本古典文学全集
2（ 小
学館
　
一九九六年（に拠り、巻数、ページを記した。ルビは適宜省略した。
（
2（
　
阿私仙に関わる系図は解釈 定まっておらず、阿私仙の妹が嫁いだ中務宮を誰と捉えるかにより変ってくる。前掲注
（
2（『中世王朝物語・御伽草子事典』では中務宮を西院の上の父と同人物と解釈しており、その場合阿私仙の妹は西院
の上の母、阿私仙は西院の上の伯父となる。一方、中世王朝物語全集
（のように、中務宮を西院の上の父とは別人と捉
えた場合、阿私仙は東院の上、右大臣の従兄妹となる。

